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一 熱中症予防対策の徹底を図ろう一

職場における熱中症により、毎年約20人が亡くなり、約600人が 4日以上仕事を休ん

至います。夏季を中心に「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」を展開し、職

場での熱中症予防に取り組みましょう !

労働災害防止キャラクター拶3Φでつ

事業場では、期間ごとの実施事項に重点的に取り組んでください。
●実施期間 :令和 4年 5月 1日から9月 30日 まで (準備期間 4月 、重点取組期間 7月 )
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確実に実施できているかを確認し、□にチェックを入れましよう !
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WBGT値の把握の

準備
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JIS赤見1各「JIS B 7922」 に適合したWBGT'旨安文言十
を準備しましよう。

WBGT値に応して、作業の中止、休憩時間の確保などが

できるよう余裕を持つた作業計画をたてましょう。

簡易な屋根の設置、通風または冷房設備や

ミス トシャワーなどの設署Lにより、WBGT値を

下げる方法を検討しましょう。

また、作業場所の近くに冷房を備えた休憩場所や

日陰などの涼しい休憩場所を確保しましよう。

通気性の良い作業着を準備しておきましょう。身体を冷却

する機能をもつ月限の着用も検討しましょう。

熱中症の防止対策について、教育をそ子いましょう。

衛生管理者などを中心に、事業場としての管理体制を
必要なら熱中症予防管理者の選任も行いましょう。

体調不良時の体憩場所や状態の把握、悪化時に搬送する病院や
緊急時の対応について確認を行い、周知しましよう。
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労働衛生管理体制
の確立

1発症時・緊急時の
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【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事
業労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全
国警偏業協会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁 (予定)

キヤンペ‐ン期1閣 :

重点取組期間

を呼びましよ

0厚 生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署 (R4.3)



― 職場で熱中症による死亡者ゼロを目指して 一
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熱中症による労働災害発生状況
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大阪府内では、職場における熱中症の
死亡災害が毎年のように発生していま
す。
令和 3年は、死傷者数は減少したもの

の、死亡者数は2人となりました。
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大阪労働局では、労働災害防止団体などと連携 して、職場における熱中症の予防のために

「STOP I熟中症 クールワークキヤンベーン」
キャンペーン期間 :5月～9月  (重点取組期間7月 )

を展開し、重点的な取組を進めています。

各事業場においては、事業者、労働者が協力して、熱 中症 予 防対 策 に取 り組 み ま しよう !

なお、「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」については、期間ごとの実施事項に重点的
に取 り組むことに加え、死亡者を出さないために、少 しでも異変を感したら病院へ運ぶまでは一人
きりにしないといつた適切な措置を講じるようお願いいたします。

マスク活用時の注意点 マスク着用により熱中症のリスクは高まります ! 屋外で人と十分な距離 (少なくとも2m
以上)が確保できる場合で、大声を出す必要がないときは、マスクを外すよう周畑しましよう。

熱 中 症 とは、高温多湿な環境下において、体

内の水分及び塩分のパランスが崩れたり、体内
の調整機能が破綻するなどして発症する障害の

総称で、めまい、こむらがえり等の症状や重症

では死 に い た る こともあります。

熱 中 症 予 防 対 策
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導 偏
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熱 中 症 の 防 止 対 策 に つ い て 、 教 育 を 行 い ま し ょ う 。

衛 生 管 理 者 な ど を 中 心 に 、 事 業 場 と し て の 管 理 体 制 を 整
必 要 な ら 熱 中 症 予 防 雷 理 者 の 運 任 も 行 い ま し ょ う 。

JIS規 格  
「
JIS B 7922」 αE連合 L′オ_WBGT“ B数計

を 準 に し ま し よ う 。

WBGT値 に 応 じ て 、 作 業 の 中 止 、 休 憩 時 間 の 確 保 な ど が
で き る よ う 余 裕 を 持 つ た 作 単 ,「画 を た て ま し ょ う 。

簡 易 な 屋 根 の 設 置 、 通 風 ま た は 冷 房 設 備 や
ミ ス トシ ャ ワ ー な どの 設 置 に よ り 、 WBGT値 を
下 げ る 方 法 を 検 討 しま し ょ う 。
ま た 、 作 業 場 所 の 近 く に 冷 開 を 備 え た 休 憩 場 所 や
日 陰 な ど の 涼 しい 休 憩 場 所 を 確 保 し ま し よ う 。

通 気 性 の 良 い 作 増 猫 を 準 備 して お き ま し よ う 。 身 体 を 冷 却
す る 機 能 を も つ 服 の 着 用 も 検 討 し ま し ょ う 。

え 、

設 備 女寸策 。1本憩 場
所 の 確 保 の 検 討

服 装 な ど の 検 討

発 症 時 ・ 緊 急 時 の

指 日 の 確 盟 と 同 知

教 育 研 修 の 実 施

労 働 衛 生 管 理 体 制
の 確 立

体 調 不 良 時 の 休 憩 場 所 や 状 態 の 把 握 、 悪 化 時 に 搬 送 す る 病 院 や
緊 急 時 の 対 応 に つ い て 確 認 を 行 い 、 周 知 し ま し ょ う 。 卜う。茅

ユ篠備 舞B間 (4月 ■ 日 ～ 4月 30日 )
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WBGT値の把握
」IS規格に適合したWBGT与旨数計でWBGT値を測りましょう。

準備期FE弓 中tE検討した事二買を確実に実施するとともここ、
潮定したWBCT傾Lに応して次の夕1す策を取りましよう。

管理者はもちろん、作業員同士お互いの健康状態をよく確認

しましょう。特に、入職直後や夏季休暇明けの作業員に気を

配りましょう。

熱中魔静嚇管嚢署等は、WBGT値を確認し、
巡視な避峰こより、次の票頌を確認しましよう。

WBGT子旨数言十の例

□ WBGTイ直の低減対策は実施されているか

□ WBGT値に応した作業計画となつているか

□ 各作業者の体調や暑熱順化の状況に問題はないか

□ 各作業者は水分や塩分をきちんと取つているか

□ 作業の中止や中断をさせなくてよいか

□ 異常時の措置
～少しでも異変を感じたら～

。いつたん作業を離れ、休憩

する
。病院へ運ぶ、または敷急車
を呼ぶ

・病院へ運ぶまでは一人きり

i…に,4幹 .…

STEP
2

□ WBGTイ直を下げるた

めの設備、休憩場所

の設置

□ 通気性の良い服装等

準備期間に検討した設備、休憩場所を設置しましよう。

休憩場所には氷、冷たいおしばり、
シャワー等や飲料水、塩飴などを設置しましょう。

準備期間に検討した通気性の良い服装なども着用
しましよう。

一
ｎ
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□ 作業時間の短縮 WBGT値が高いときは、単独作業を控え、WBGT値に   
日 B

応して作業の中止、こまめに休憩をとるなどの工夫をしましょう。

響

暑熱順化 暑さに慣れるまでの間は十分に休憩を取り、 1週間程度かけて徐々に身体を

慣らしましょう。特に、入職直後や夏季休暇明けの方は注意が必要です !

水分・塩分の摂取 のどが渇いていなくても定期的に水分・塩分を取りましよう。 億
プレクーリング

回 健康診断結果に

基づく措置

①糖尿病、②高血圧症、③心疾患、④腎不全、
⑤精神・神経関係の疾患、⑤広範回の皮膚疾患、②感冒、
③下痢などがあると熱中症にかかりやすくなります。
医師の意見をきいて人員配置を行いましょう。

□ 日常の健康管理
など

前日はお酒の飲みすぎず、よく休みましょう。また、当日は

朝食をしつかり取るようにしましょう。

熱中症の具体的症状について理解し、熱中症に早く気付 くこと

ができるようにしましょう。

輛
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□ 作業中の作業者の健

康状態の確認

STEP
3

キヤンペーン期1間 (5月 1日～9月 30日 )

重点取組期間 (7月 1日～ 7月 31日 )

□ 実施した対策の効果を再確認し、必要に応じ追加対策を行いましよう。

□ 特に梅雨明け直後は、WBGT値に応して、作業の中断、短縮、休憩時間の確保を徹底しましよう。

□ 水分、塩分を積極的に取りましよう。

□ 各自が、睡眠不足、体調不良、前日の飲みすぎに注意し、当日の朝食はきちんと取りましょう。

□ 期間中は熱中症のリスクが高まつていることを含め、重点的に教育を行いましょう。

団 体憩中の状態の変1ヒにも注意し、少しでも異常を認めたときは、ためらうことなく

病院に搬送しましよう。



熱 中 症 予 防 対 策
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園WBGT櫃 り把握
JIS規◆善1こ適合したWBGT指数計でWBGT値を涸ヽ嘔りましよう,

準備期間中に検討 した事項を確実に実施するとともに、
測定 したWBGT値 に応 して次の対策奄取 りましょう争

□ イ乍業中の作業者の健 管理者はもちろん、作業員同土お互いの健康は態をよく熙認
しましょう。特に、入職直後や夏季体B限明とすの作業員に気を
配 りましょうと

康状態の確圏

熱中症予防管理者等は、WBGT値を確認し、
巡視など1ごより、次の事項を確認 しましよう。

WBGT値の軽H対暉は実施されているか

ロ 作業の中止や中断をさせな くてよいお`

□ 翼常時の描置
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□ WBGT値を下事ずるた
めの豊里備、休憩場所
の設置

通気性の良いЛ風壊等

準備期間に検討した設備、休憩場所を設置しましょうロ
体憩場所には氷、冷たいお しばり、
シャワー等や飲料水、塩曽などを設置しましよう

“
準備期間に検討 t′ た担気性の良い服装なども着用
しましょうも 巳

□
　
　
□

作業時間の短縮

幅幅卿1讀Tヒ

水分 こ塩分の擬取

WBGT働 塙 いときは、単独件業を控え、WB《訂値に
応 して停硝0中止町こまれに休出4とるなどの工夫をしましょう.

暑亡に慣れるまでの間は十分に体障奄車り、 ■担間程度かけて徐々に身体を
慣らしましょう。特に、入n直後や夏等株甲昭けの方は注意が必要です !

の どが渇いていな くても定期的によ分 色塩分を取 りま しよう.

体憩時間にも体温を下げる工夫をしましょう。

e観語篇
“

①蜀血圧症LD心残愚、e爾不豊 .

齢稲軒 い神覆関係0議愚キettH口o庶膚療愚、B盛冒、
OT痢などがあると熱中症 にかかりやす くな ります .

医師の意見をきいて人員画己置を行いましょう.

プレクエリンダ

健康診断結果に
基づく措置

□ 日常の健康管理
など

前日はお瀬の飲みすぎず、よく休みましよう。また、当日は
朝良をしっかり取るようにしましよう。
熱中症の具体的症状について理解 L′ 、熱中症に早 く気付 くこと
ができるようにしましょう.

回

□ WBGT値 に応 じた仲戯隣コ となっている

'コ

｀

□ 各作業者の体獨や4韓ほ化0桜況に問題はないか

回 各作業者は求分や塩分 をき七ん と取 っているか

キヤンベーン剤固 (S月 ■日～ 9月 30日 )

国 実施 した対策の効果を再確認し、必要に応し追加対策を行いましょう.

口 特に舶爾昭けH機は、WBGT饂に応 して、作虫 lけ中断、畑競.体臨時門
―

■徹臨しましよう。
国 求分、塩分4預祖珀に取 りましょう。
□ 各自が、睡眠不足.体制不良、前日の飲みすぎに注意し、当日の朝食はき与んと取りましょう。
国 期間中は訥中症の リスクが高まつていることを含め、重点的に教育を行いましょう。
□ 株出中り犠歯0変化にも注意 し、少しでも翼常な隠めたときは、ためら,ことなく

病院にれ選し輩しよう。

ひと、くらし、うらいのために

大阪労働局・各労働基準監督署
https:/洵siteimhlwigo.jp/oSaka― roudoukyoku/厚生労働省 R4E4
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重点取組剤閥 (7月 ■日～ 7月 3■日)


